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底水容量

洪水調節容量

3,100万ｍ3

岐阜（水道用水）1.2m3/s

岐阜（工業用水）1.4m3/s

4,700万ｍ3

愛知（水道用水）2.3m3/s

名古屋（水道用水）1.0m3/s

名古屋（工業用水）0.7m3/s

4,000万ｍ3

（木曽成戸確保40m3/s）

1,300万ｍ3

（万石確保20m3/s）

11,500万ｍ3

（万石確保20m3/s）

揖斐川 長良川 木曽川

上流施設：通常時最大4.0m3/s

上流施設：最大16.0m3/s 上流施設：最大12.0m3/s

下流施設：最大4.0m3/s

（長良川経由）

渇水対策容量
5,300万ｍ3

流水の正常な

機能の維持

11,500万m3

下流施設：最大0.7m3/s

（異常渇水時に限り長良川への導水を検討）

利水容量

7,800万ｍ3

徳
山
ダ
ム

木曽川水系連絡導水路事業の概要
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上流施設
揖斐川町

岐阜市

坂祝町

各務原市

犬山市大垣市

羽島市
※通常時は長良川へ導水せず、直接木曽川

へ導水いたします

○実施箇所

【上流施設】取水口：岐阜県揖斐郡揖斐川町（揖斐川)

放水口：岐阜県岐阜市（長良川)、

岐阜県加茂郡坂祝町（木曽川)

【下流施設】岐阜県羽島市、海津市（長良川・木曽川)

○目 的

1. 流水の正常な機能の維持（異常渇水時の緊急水の補給）

木曽川水系の異常渇水時に、徳山ダムの渇水対策容量の

うち4,000万m３の水を木曽川及び長良川に導水し、河川環

境の改善を行う。

2. 新規利水の供給

徳山ダムで確保される愛知県及び名古屋市の都市用水を

最大毎秒4m３導水し、木曽川において取水を可能にする。

○事業期間：平成18年度～※

※当分の間、事業を継続しつつ、引き続きダム事業の検証を進め、その結果を踏まえて速やか

に必要な対応を行う。

○全体事業費 約890億円

○諸 元

上流施設：延長 約43km

取水口、トンネル、サイホン、放水口等

下流施設：延長 約1km

取水口、パイプライン、放水口等

木曽川水系緊急水利調整協議会

今渡ダム

犬山頭首工

木曽川大堰

揖
斐
川長

良
川

木
曽
川

徳山ダム

横山ダム

西平ダム
【上流施設】

【下流施設】

忠節

木曽成戸

位置図

容量配分図※施設の構造等については今後の検討により変わることがある。

Φ3.3m
3.6m

3.3m

（山岳部） （河川横断部）

開水路トンネル 圧力管トンネル

※揖斐川～長良川間の20m3/s断面

０００ 上流施設標準断面図



検証に係る検討の進め方

今回ご説明する内容

検討の場の設置

複数の利水・流水対策案の立案 等

○ 検証ダム事業等の点検
○ 利水・流水対策案を評価軸ごとに評価
○ 目的別の総合評価
○ 検証対象ダムの総合的な評価

（H22.12.22開催）

（H23. 4.27開催）

流域の概要、複数の対策案の考え方 第1回（幹事会）

第2回（幹事会）

（H22.12.22）

パブリックコメント （H23. 6. 3～H23. 7. 2 実施）

検討の場（第1回） （H23. 6. 1 開催）
注）

注） ・「利水」とは新規利水、「流水」とは流水の正常な機能の維持を指す。
・各対策案の数には、現計画（木曽川水系連絡導水路）を含む。

対策案に関して寄せられた意見
及び検討主体の考え方

対応方針（案）の決定

新たな基準に沿った検証の対象事業に選定 （H21.12.25）

検証に係る検討の指示

（H22.11～12）利水参画の意思確認

（H22.9.28）

学識経験を有する者、関係住民、関係地方公共団体の長、
関係利水者からの意見聴取

利水：11対策案
流水：10対策案

第3回（幹事会）

○ 概略評価による利水・流水対策案の抽出

（H27.11.11開催）
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